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（持続可能な開発目標）」の略称で、
2015（平成27）年に国連で採択された
世界共通の目標です。将来の世代が安
心して暮らすことのできる「誰一人取
り残さない」世界を目指して、上記の
17のゴール（目標）が定められていま
す。

地域の資源を生かして
　安佐北区の「大

おおばやし

林間伐材再生研究
会」は、間伐材を使った商品の企画開発
や里山保全活動などを通じ、SDGsに取
り組んでいます。
　会長の坊

ぼうとしひこ
聰彦さん（75・

右写真）は「間伐材は、密集
する木を間引く過程で発
生するものですが、処分費用がかかる
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私たちもSDGsに取り組んでいます
　地域活動でSDGsに取り組んでいる皆さ
んを紹介します。
問政策企画課(電504-2014、フ504-2029）

活動のキーワードはSDGs
同会の活動は、SDGsにつながって

います（右記参照）。
　間伐材を活用した脳活パズル「かぐ
ら（香具楽）」は、仏壇メーカーの協力を
得て製作。SDGsバッジは、ビーズ業者と
連携して商品化しました。地元の祭りな
どで商品に触れてもらい、地域の人た
ちをつなぐきっかけになっています。
　里山保全活動では、間伐木材の搬出
を学ぶ講習会を開催。参加者はチェー
ンソーの使い方やロープを使った搬出
方法を学び、里山を守る意識が高まり
ました。さらに地元の祭りや大学と連
携し、子どもたちへの啓発活動も行っ
ています。

SDGsで地域がつながる
　「SDGsという言葉が、私たちがこれ
まで取り組んできたことを地域の人に

ため、搬出しにくい場所にあるものが
長年放置されていました。それが、平
成26年8月豪雨で土砂と共に流れ出
て、大きな被害が発生したんです」と、
同会立ち上げのきっかけを話します。

地域の仲間たちと連携
　同地区自治会長でもあった坊さん
は、間伐材の問題を解決
しようと、環境カウンセ
ラーとして活動していた
秦
はたのえいこ
野英子さん（同会事務局

長。56・右）や地域の仲間と話し合いま
す。「間伐材を活用して商品を開発し
よう」「地元企業とつながれば面白い
のでは」などのアイデアを取り入れ、
平成31年に
6 人の仲間
と同会を発
足しました。
（現 9人）
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　地域で取り組む活動も、SDGsにつ
ながっています。皆さんも、日々の暮
らしや地域活動などとSDGsをつな
げて考え、行動してみませんか。

１ ２ ３

４

広め、間伐材の問題により関心をもって
もらう鍵になったと感じています。つな
がりの輪が広がっていてとてもうれし
いです」。坊さんと秦野さんは、笑顔で
そう話します。

【写真の説明】1伐採された間伐材　2間伐
材を利用した脳活パズル「かぐら（香具楽）」
3「かぐら」に取り組む様子。木目を合わせ
て楽しむ　4間伐材を利用したビーズバッ
ジ　5間伐についての講習会

活動と SDGs の各ゴール

地域活動

SDGs

17いろいろな人をつなぎ、  
課題解決に取り組む

15間伐材から商品を製作

６ 14山が豊かになると、山
とつながる海も豊かに

12間伐材を無駄なく使う

11里山を守る人を増やし、
災害の被害を減らす

８地元産業の活性化
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  主な内容　 　

～２ 3 区役所窓口の延長・開庁／大切な人の心と命を守るために／
東広島・安芸バイパス全線開通／新型コロナワクチン   など
～4 6 くらしのガイド、施設のイベント
～7 8 区版1
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◀広報紙がスマホで
読めます（10言語対応）




